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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
住
民
の
視
点
か
ら
考
え
た
避
難
計
画
に
必
要
な
情
報
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
住
民
の
視
点
か
ら
考
え
た
避
難
計
画
に
必
要
な
情
報
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会
が
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
に
取
り
ま
と
め

た
中
間
報
告
書
に
お
い
て
、「
国
に
よ
る
避
難
指
示
等
は
、
避
難
対
象
区
域
と
な
っ
た
地
方
自
治
体
全
て
に
迅
速
に
届
か
な
か

っ
た
ば
か
り
か
、
そ
の
内
容
も
「
と
も
か
く
逃
げ
ろ
。
」
と
い
う
だ
け
に
等
し
く
、
き
め
細
か
さ
に
欠
け
て
い
た
。
」
と
指
摘

し
て
お
り
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
は
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
重
要
な
教
訓
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

原
子
力
災
害
対
策
指
針
（
平
成
三
十
年
原
子
力
規
制
委
員
会
告
示
第
八
号
）
は
、
御
指
摘
の
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
よ
う
な
放
射
性
物
質
の
大
規
模
な
放
出
に
至
る
場
合
等
も
想
定
し
、
防
護
措
置
の
基
本
的
な
考
え

方
を
示
し
て
い
る
。 

三
の
１
に
つ
い
て 

 
 

原
子
力
災
害
対
策
指
針
に
規
定
す
る
「
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
異
常
な
放
出
」
と
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置



 

２ 

 

法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
異
常
な
水
準
の
放

射
線
量
の
基
準
と
し
て
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
百
九
十
五
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。

）
第
六
条
第
三
項
各
号
に
定
め
る
基
準
以
上
の
放
射
線
量
が
検
出
さ
れ
る
放
出
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
当
該
基
準
に
つ
い
て
、

検
出
さ
れ
た
放
射
線
量
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
放
射
線
量
の
基
準
を
お
示
し
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

令
第
四
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
検
出
さ
れ
た
放
射
線
量
又
は
令
第
六
条
第
一
項
の
放
射
線
測
定
設
備
及
び
同
条
第

二
項
の
測
定
方
法
に
よ
り
検
出
さ
れ
た
放
射
線
量
（
こ
れ
ら
の
放
射
線
量
の
い
ず
れ
か
が
、
二
地
点
以
上
に
お
い
て
又
は

十
分
間
以
上
継
続
し
て
検
出
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。） 

一
時
間
当
た
り
五
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト 

 
 

令
第
四
条
第
四
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
検
出
さ
れ
た
放
射
線
量 

一
時
間
当
た
り
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト 

 
 

令
第
四
条
第
四
項
第
四
号
に
規
定
す
る
検
出
さ
れ
た
放
射
線
量 

一
時
間
当
た
り
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト 

三
の
２
か
ら
４
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

原
子
力
災
害
対
策
指
針
は
、
防
護
措
置
を
迅
速
に
実
行
で
き
る
よ
う
、
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
を
放
射
線
被
ば
く
に

よ
る
重
篤
な
確
定
的
影
響
を
回
避
し
又
は
最
小
化
す
る
た
め
の
予
防
的
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
（
Ｐ
Ａ
Ｚ
）
と
確
率
的

影
響
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
の
緊
急
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
に
区
分
し
、
放
射
性
物
質
の
放
出
開
始



 

３ 

 

前
に
つ
い
て
は
原
子
力
施
設
の
放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
の
状
態
等
に
基
づ
く
緊
急
時
活
動
レ
ベ
ル
（
Ｅ
Ａ
Ｌ
）
に
応

じ
た
防
護
措
置
を
定
め
、
放
射
性
物
質
の
放
出
後
に
つ
い
て
は
空
間
放
射
線
量
率
等
の
原
則
計
測
可
能
な
値
で
表
さ
れ
る
運

用
上
の
介
入
レ
ベ
ル
（
Ｏ
Ｉ
Ｌ
）
に
照
ら
し
て
区
域
ご
と
に
と
る
べ
き
防
護
措
置
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

防
護
措
置
は
、
原
子
力
施
設
の
状
況
及
び
そ
の
周
辺
の
空
間
放
射
線
量
率
等
の
計
測
値
に
応
じ
て
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
御
指
摘
の
「
放
射
性
物
質
が
拡
散
し
得
る
最
大
限
の
範
囲
を
、
気
象
条
件
も
考
慮
し
た
最
悪
の
ケ
ー
ス
」
に
つ
い

て
の
情
報
、
「
原
子
炉
に
異
常
が
起
き
た
場
合
に
、
異
常
が
起
き
た
時
点
か
ら
環
境
中
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出
が
起
き
る

ま
で
の
時
間
」
に
つ
い
て
の
情
報
及
び
「
環
境
中
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出
の
始
ま
り
か
ら
の
経
過
予
想
」
は
、
避
難
に
お

い
て
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

内
閣
府
は
、
「
地
域
防
災
計
画
の
充
実
に
向
け
た
今
後
の
対
応
」
（
平
成
二
十
五
年
九
月
三
日
原
子
力
防
災
会
議
決
定
）
等

に
基
づ
き
、
原
子
力
発
電
所
の
所
在
す
る
地
域
ご
と
に
、
関
係
府
省
庁
、
地
方
公
共
団
体
等
を
構
成
員
等
と
す
る
地
域
原
子

力
防
災
協
議
会
を
設
置
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
各
地
域
の
同
協
議
会
に
お
い
て
、
地
域
防
災
計
画
や
避
難
計
画
を
含
む
そ

の
地
域
の
緊
急
時
に
お
け
る
対
応
（
以
下
「
緊
急
時
対
応
」
と
い
う
。）
が
、
原
子
力
災
害
対
策
指
針
等
に
照
ら
し
て
具
体
的



 

４ 

 

か
つ
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
同
府
が
、
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
三
条
の

三
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
原
子
力
防
災
会
議
（
以
下
単
に
「
原
子
力
防
災
会
議
」
と
い
う
。）
の
了
承
を
求
め
る
た
め
、

そ
の
結
果
を
原
子
力
防
災
会
議
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 
 

同
協
議
会
で
緊
急
時
対
応
を
確
認
し
た
地
域
の
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
に
含
ま
れ
る
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、

お
尋
ね
の
よ
う
な
、
住
民
等
へ
の
情
報
伝
達
手
段
が
失
わ
れ
る
よ
う
な
状
態
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
当
該
地
方
公
共
団

体
が
作
成
す
る
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
防
災
行
政
無
線
、
広
報
車
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
携
帯
電
話
端
末
へ
の
電
子
メ

ー
ル
（
緊
急
速
報
メ
ー
ル
）
等
の
多
様
な
手
段
を
活
用
し
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
住
民
等
へ
情
報
を
伝
達
す
る
体
制
を
整

備
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
大
飯
原
発
、
高
浜
原
発
、
川
内
原
発
、
伊
方
原
発
」
が
所
在
す
る
地
域
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
緊
急
時

対
応
に
お
い
て
、
関
係
府
県
及
び
関
係
市
町
が
備
蓄
し
て
い
る
燃
料
が
不
足
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
省
は
、
原
子
力
災

害
対
策
本
部
の
要
請
（
関
係
府
県
又
は
関
係
市
町
の
要
請
を
受
け
て
行
う
も
の
を
含
む
。）
を
受
け
て
、
関
係
業
界
団
体
等
に

調
達
の
要
請
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 



 

５ 

 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
ど
こ
へ
行
け
ば
避
難
に
必
要
な
ガ
ソ
リ
ン
を
迅
速
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
は
、
住
民
の
安
心

に
資
す
る
情
報
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
各
地
域
の
緊
急
時
対
応
で
は
、
原
子
力
災
害
対
策
指
針
に
規
定
す
る
施
設
敷
地

緊
急
事
態
に
至
っ
た
時
点
に
お
い
て
、
当
該
地
域
の
住
民
は
あ
ら
か
じ
め
避
難
等
の
準
備
を
開
始
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
際
、
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
当
該
住
民
等
か
ら
の
問
合
せ
に
対
応
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
御

指
摘
の
「
ガ
ソ
リ
ン
」
に
つ
い
て
の
情
報
を
含
め
、
住
民
等
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
た
上
で
、
必
要
な
情
報
の
収
集
、
整
理
及

び
発
信
を
適
切
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 
 

そ
の
上
で
、
各
地
域
の
地
域
原
子
力
防
災
協
議
会
等
に
お
い
て
、
内
閣
府
、
同
省
及
び
関
係
府
県
を
含
む
構
成
員
に
よ
り
、

各
地
域
の
緊
急
時
対
応
が
原
子
力
災
害
対
策
指
針
等
に
照
ら
し
て
具
体
的
か
つ
合
理
的
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果

が
原
子
力
防
災
会
議
に
報
告
さ
れ
、
了
承
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
同
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
各
地
域
の
緊
急
時

対
応
を
周
知
し
て
い
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
被
ば
く
時
間
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
防
護
措
置
は
、

原
子
力
施
設
の
状
況
及
び
そ
の
周
辺
の
空
間
放
射
線
量
率
等
の
計
測
値
に
応
じ
て
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
被
ば



 

６ 

 

く
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
は
不
確
実
性
を
伴
う
た
め
、
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

地
方
公
共
団
体
は
、
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六

年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
四
十
条
第
一
項
及
び
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
防
災
基
本
計
画
及
び
原
子
力
災

害
対
策
指
針
に
基
づ
き
、
地
域
防
災
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
防
災
基
本
計
画
に
よ
り
、
避
難
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
防
災
計
画
を
作
成
し
、
及
び
避
難
計
画
を
策
定
す
る
責
務
を
有
す
る

地
方
公
共
団
体
が
、
必
要
に
応
じ
、
こ
れ
ら
の
計
画
に
つ
い
て
住
民
等
に
対
し
て
説
明
や
意
見
聴
取
を
行
う
機
会
を
設
け
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 


